
 

                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 

 
大島小学校だより 

第４３７号 

令和７年４月 1５日 

不
易
流
行 

校 

長 
 

小 

島 
 

淳 
 

令
和
七
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
「
み
ん
な
で
笑
顔
に
な
る
学
校
」
を

学
校
経
営
方
針
と
し
教
育
活
動
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
▼
松
尾
芭
蕉
の
弟

子
の
向
井
去
来
は
、
著
書
「
去
来
抄
」
に
、
芭
蕉
の
言
葉
「
不
易
を
知
ら
ざ

れ
ば
基
立
ち
が
た
く
、
流
行
を
知
ら
ざ
れ
ば
風
新
た
な
ら
ず
」
を
記
し
て
い
ま

す
。
「
変
え
て
は
な
ら
な
い
伝
統
や
し
き
た
り
を
知
ら
な
け
れ
ば
、
基
礎
が
成

り
立
た
な
い
。
時
代
の
変
化
に
沿
っ
た
新
し
い
も
の
を
知
ら
な
け
れ
ば
、
新

た
な
も
の
は
生
ま
れ
な
い
」
と
い
う
言
葉
は
、
滑
稽
な
表
現
で
遊
戯
性
の
高

か
っ
た
俳
諧
を
和
歌
に
も
劣
ら
ぬ
芸
術
に
押
し
上
げ
た
、
芭
蕉
の
俳
句
に
向

き
合
う
精
神
を
示
し
て
い
ま
す
。
▼
三
味
線
は
、
江
戸
時
代
に
普
及
し
ま
し

た
。
三
味
線
の
不
易
と
は
、
基
本
奏
法
と
形
状
で
す
。
流
行
は
長
唄
、
民
謡

等
の
音
楽
に
合
わ
せ
た
奏
法
の
変
化
と
、
津
軽
三
味
線
の
よ
う
な
大
型
化
や

材
質
の
変
化
で
す
。
三
味
線
奏
者
の
駒
田
早
代
氏
に
よ
る
、「
紅
（
Ｘ 

Ｊ
Ａ
Ｐ

Ａ
Ｎ

）
」
の
カ
バ
ー
演
奏
の
動
画
を
見
ま
し
た
。
津
軽
三
味
線
全
国
大
会
優
勝

と
い
っ
た
確
固
た
る
演
奏
技
術
（
不
易
）
の
上
に
、
へ
ヴ
ィ
メ
タ
ル
の
ビ
ー

ト
感
を
表
現
す
る
演
奏
（
流
行
）
は
圧
巻
で
す
。
和
楽
器
の
新
た
な
魅
力
と

可
能
性
が
そ
こ
に
あ
り
ま
し
た
。
▼
「
基
礎
学
力
」「
倫
理
観
・
道
徳
観
」

「
探
求
心
・
創
造
性
」
等
が
学
校
の
不
易
で
す
。
流
行
は
、
予
測
困
難
な
未

来
を
生
き
る
力
を
付
け
る
た
め
に
行
う
「
対
話
の
あ
る
学
び
」「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活

用
」
「
考
え
議
論
す
る
道
徳
」
等
で
す
。
教
職
員
は
、
不
易
流
行
の
精
神
で
教

育
活
動
を
進
め
る
責
任
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
▼
大
島
小
学
校
は
新
し
い
風

と
し
て
、
二
つ
の
新
た
な
取
組
を
行
い
ま
す
。
一
つ
は
、
「
Ｍ
Ｋ
Ｂ
７
（
メ
デ
ィ

ア
を
消
し
て
勉
強
し
よ
う
七
日
間

）」
と
「
よ
つ
ば
フ
ェ
ス
タ
」
を
終
了
し
、
「
学
力
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
週
間
」「
生
活
リ
ズ
ム
リ
セ
ッ
ト
週
間
」「
キ
ラ
キ
ラ
よ
つ
ば
旬

間
」
を
新
設
し
ま
す
。
も
う
一
つ
は
、
「
文
化
祭
」
を
「
大
島
き
ら
き
ら
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
と
コ
ラ
ボ
し
ま
す
。「
あ
し
た
大
き
く
」
と
い
う
不
易
の
理
念

を
大
切
に
し
、
子
供
た
ち
の
成
長
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
、
教
職
員

一
丸
と
な
り
教
育
活
動
の
推
進
と
改
善
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

代表児童による歓迎の言葉 元気に入場 後援会長から記念品贈呈 

令和 7年度 
第 29回入学式 
令和 7 年 4 月 9 日（水） 

・新入生 2 名 

・在校生 24名 

・令和 7 年度児童数 26名 

 


